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文責 校長 宮永哲郎

充実の２学期を振り返って
左の写真は、玄関前に貼っていた「２学期の行事予

定」です。２学期の始業式に子どもたちに、この表を見

せ、２学期に頑張りたいことを考えてもらいました。

まだ、残暑が厳しかったころの運動会練習から始まり、

先週の持久走大会まで、それぞれの行事に積極的に子ど

もたちは参加し、体験することができました。その中で、

「考えたこと」、「感じたこと」が子どもたちの心を育ててくれます。もちろん、日常の

学習活動では、さらに学び、考え、感じてくれたことと思います。実り多い秋を過ごす

ことができました。

３世代餅つき大会 ～米作り収穫の喜びを感じながら～

５月に籾

蒔き、６月

に田植え、

１０月に稲

刈り、そう

して実った

お米を使っ

て健全育成会主催の３世代餅つき大会が行われました。杵を使

って、石のうすの中のほかほかお米をぺったん、ぺったん。お

いしいお餅がつき上がりました。部屋の中では、おばあちゃん

やお母さんに教わりながら餅丸めをしています。１，２年生が

育てたサツマイモも入れて”べたもち”も作りました。ついた

餅は地域の独居老人の皆さんにもお裾分けで配りました。お手

伝い頂いたお父さん、おかあさん、おじいちゃん、おばあちゃん、地域の皆様ありがと

うございました。今回使った杵は、東中組の城戸高則様のご厚意で修理をして頂くこと

になりました。

ハートの花が満開になりました。人権週間
１２月１０日は世界人権デーです。「みんなが笑顔

で暮らせるように」千々石第二小学校でも取組を行

いました。「きらきら千二小」では友だちのよさをハ

ートの花に書いて伝え合う活動をしました。たくさ

んのハートの花が咲き満開になりました。

また、１２月７日には人権集会を行いました。ビ

デオを見て学習したり、「友だちになるために」を手

話を交えて歌ったり、ふれあいゲームをしたりして、

みんなで人権について学びました。



自分との戦いで自分の最高を出す！を目標に 持久走大会

１４日（金）たくさんの皆さんの声援

の中で持久走大会が行われました。１０

月の終わりから練習を始め３ヶ月。朝の

練習、授業時の練習と子どもたちはこの

日を目指して頑張ってきました。自分の

最高の心と体の力を試す瞬間です。自分

の力、出し切れたでしょうか。嬉しかった子、悔しかった子あ

ったでしょうが、一生懸命チャレンジしたことに価値がありま

す。

５，６年 １位 池田 幸輝 ２位 宮本 乙葉

３，４年 １位 池田 優希菜 ２位 芦塚 悠人

１，２年 １位 田中 虎之介 ２位 田中 千稀

３位 芦塚 暖琉

【１月の主な行事】 ２３日（水）授業参観 学校保健委員会

８日（火）始業式 ２４日（木）給食感謝集会

１１日（金）書き初め大会 ２９日（火）児童集会 ひまわり発表

２２日（火）児童集会 ５，６年発表 ３年校外学習 クラブ活動

校長室の窓から

平成３０年が終わりに近づいています。その平成もまもなく終わります。昭和から平

成に元号が変わった時、その意味は実感として感じませんでした。いろいろな文書の昭

和という文字をゴム印で消して平成に訂正したことだけが印象に残っています。

平成生まれの愚息が進路を選ぶ時、あまりにも夢のない発想にあきれて（向こうから

言わせれば”堅実な”です。）、バスの中で大激論をしたことがありました。（周りのお

客さんからはジロジロ見られながら。）高度成長期に生まれ、バブルで青春を過ごした

人間と失われた２０年の中で育ってきた人間の発想の違いを感じました。どちらが良い

というわけではありません。良かれ悪しかれ人の考えというのはその時代の影響の中で

作られていくものなのだと実感したできごとでした。昭和と平成、次はどんな時代にな

っていくのでしょうか。子どもたちはどんな時代の中で生きていくのでしょう。

しかし、時代という背景は変わっても、人の本質はそう変わらないのではないかなと

も思います。先日、朝会で子ども達に秋の紅葉の写真を見せました。見せただけで感嘆

の声をあげる子もいました。「美しい」ものを「美しい」と感じる心、ちゃんと育って

いるなあとその声に感じました。

そんな全ての子どもたちが皆、笑顔で生きていけるような時代になって欲しいと、こ

の年の瀬を前に考えています。

【子どもたちの活動の様子を学校ホームページで見ることができます】

ホームページアドレス http://www.unzen.ed.jp/c-dainisho

早寝 早起き 朝ごはん

第３日曜日「家庭の日」


